
令和 7 年 10 月 1 日   

 

報道関係 各位 

 

 

田辺市企画部人権推進課   

                             課長  前嶋 幸司 

 

 

「人権の花、紙ふうせん打ち上げ事業」の実施について 

 

 

田辺人権擁護委員協議会田辺部会（※事務局：田辺市人権推進課）の主催で、教育委員

会及び小学校のご協力のもと、「人権の花、紙ふうせん打ち上げ事業」を実施しています。 

 下記のとおり、上山路小学校及び田辺市立第三小学校での実施予定について報道の方よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

記 

 

実施日 実施学校名［地域］ 紙ふうせん打ち上げ 

令和７年 10 月 28 日（火） 

※雨天時は 29 日（水）10：55 に延期 

 

上山路小学校 

（20 名） 

谷上 雅子 校長 

［旧龍神］ 

 

13：05～ 

・学校長あいさつ 

・人権擁護委員おはなし 

・児童ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ 

 

 

令和７年 11 月 12 日（水） 

※雨天時は 13 日（木）同時刻に延期 

 

 

 

 

田辺第三小学校 

（149 名） 

田中 活介 校長 

［旧田辺］ 

 

10：30～ 

・学校長あいさつ 

・人権擁護委員おはなし 

・児童ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田辺人権擁護委員協議会田辺部会 事務局 

 〒646-8545 田辺市新屋敷町１番地 

   田辺市企画部 人権推進課 人権推進係 加藤・太田 

内線 2142 

   Tel 0739-26-9912 ･ fax 0739-24-8323 

    Ｅ-mail :  jinken@city.tanabe.lg.jp 



 

 

 

 

●人権の花、紙ふうせん打ち上げ事業 

 

「人権の花運動」について 

和歌山地方法務局と和歌山県人権擁護委員会連合会の主催で毎年行われ、令和６年

度も、県内各校から応募があり、審査の結果、田辺市内の小学校では、秋津川小学校

が最優秀賞、咲楽小学校、芳養小学校、近野小学校が優秀賞を受賞しました。この運

動は、次代を担う小学生が協力して花を栽培することで、優しい思いやりのあるここ

ろを育んでもらうことを目的として県内全小学校児童を対象に実施している運動です。 

 

「紙ふうせん打ち上げ事業」について 

「人権の花運動」と相まって、児童が大切に育てた人権の花（ひまわりの種）を「笑

顔の花をさかせよう！」など思い思いのメッセージとともに「紙ふうせん」で飛ばす

というものです。 

今年度は、大坊小学校で、令和６年 10 月 18 日（金）の５時間目を利用して、全校

児童（20 名）と一緒に紙ふうせんの打ち上げを実施しました。 

事前に配っていた紙ふうせんに、色塗りのほか絵や思い思いのメッセージを描いて

もらいました。 

紙ふうせんの中には「人権の花運動」で育てたひまわりの種（２粒程度）を入れ、

ヘリウムガスを充填しました。 

多目的ホールにおいて、学校長、人権擁護委員のおはなしの後、ベランダから児童

一人ひとりが紙ふうせんを手に持ち、カウントダウンの掛け声とともに一斉に打ち上

げられました。 

当日は、天候には恵まれなかったのですが、児童たちは打上げと同時に歓声をあげ、

ゆっくりと上がっていく紙ふうせんをいつまでも見守っていました。 

 

田辺人権擁護委員協議会田辺部会では、平成２２年度から紙ふうせん打ち上げ事業

を実施しております。 

  

当日の写真です。  

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 10 月 18 日（金）大坊小学校での実施内容 



 

 

 

 

 

今年度は、鮎川小学校で、令和６年 11 月 21 日（木）の４時間目を利用して、全校

児童（86 名）と一緒に紙ふうせんの打ち上げを実施しました。 

事前に配っていた紙ふうせんに、色塗りのほか絵や思い思いのメッセージを描いて

もらいました。 

紙ふうせんの中には「人権の花運動」で育てたひまわりの種（２粒程度）を入れ、

ヘリウムガスを充填しました。体育館において、学校長、人権擁護委員のおはなしの

後、運動場で児童一人ひとりが紙ふうせんを手に持ち、カウントダウンの掛け声とと

もに一斉に打ち上げられました。 

当日は、天候にも恵まれ、児童たちは打上げと同時に歓声をあげ、ゆっくりと上が

っていく紙ふうせんをいつまでも見守っていました。 

 

  

当日の写真です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 11 月 21 日（木）鮎川小学校での実施内容 



 

 

紙ふうせんについて 

 

マニラ麻の植物繊維を 100％使用し、製造工程でノリを使用することなく、

二次加工もしていない良質の土佐和紙だけでつくった紙風船です。  

風に乗り、天候がよければ１００km～５００km 飛ぶこともあります。 

また、水に溶けるので落下後は雨などにより、およそ１カ月～半年ぐらいで

分解されます。 

天然素材なので有害なゴミとなって自然環境を壊す心配はありません。  

 

 

 

 

 

 

［紙ふうせん（直径 50cm）］→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主催組織 

 

人権擁護委員について 

法務大臣の委嘱を受けた人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、問題

解決のお手伝いや、法務局の職員と協力し人権侵害による被害者の救済等をしていま

す。また、地域の皆さんが人権について関心を持ってもらえるような啓発活動も行っ

ています。全国すべての市町村に約 14,000 名の人権擁護委員がおります。 

 

田辺人権擁護委員協議会田辺部会について 

和歌山地方法務局田辺支局の管轄地域（みなべ町からすさみ町まで）の人権擁護委

員で構成する組織として「田辺人権擁護委員協議会」があります。 

（事務局：和歌山地方法務局田辺支局） 

この下部組織として、田辺市の人権擁護委員２０名で「田辺人権擁護委員協議会田

辺部会」を組織しており、田辺市内での各種活動に取り組んでおります。 

（事務局：田辺市役所人権推進課） 

 



●上山路小学校「人権の花運動」参加履歴 

平成 28 年度 奨励賞 

●第三小学校「人権の花運動」参加履歴 

平成 29 年度 奨励賞 

平成 30 年度 優秀賞 

平成 31 年度 奨励賞 

令和３年度 奨励賞 

令和４年度 奨励賞 

令和５年度 奨励賞 

 

●人権の花、紙ふうせん打上げ事業の目的 

 児童が育てた人権の花（ひまわりの種）を、手書きのメッセージとともに紙ふうせんを

飛ばし、あわせて人権集会等を開くことで、広く「人権」について考えるとともに、いじ

めや差別のない社会になることを願う。 

 

紙ふうせん打上げ事業は、平成２２年度から開始し、令和２年度、３年度、４年度は新

型コロナウイルス感染防止対策のため中止を挟んで今年度１3 年目となります。 

実施した小学校は、延べ２9 校。上山路小学校は 30 校目となります。 

紙ふうせんは、直径５０センチの和紙製で、水に溶け、落下後は自然に分解されます。

天候がよければ、１００～５００㌔先まで飛ぶこともあります。 

過去には静岡県浜松市まで飛んだこともあり、拾った女性から学校まで手紙が届いたこ

ともあります。 

 

●上山路小学校 20 人 

●第三小学校 149 人  

 人権キャラクターの「人 KEN まもるくん」も登場します。 

    

●田辺市には２０名の人権擁護委員がおり「田辺人権擁護委員協議会田辺部会」を組織し

ています。部会長は、有本 秀夫さんです。 

 


